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 1か月以内の自損行為反復リスク上昇と関連していたのは、自損行為の既往(HR 3.921, 
95%信頼区間1.427-10.778, p=0.008)、身体疾患の併存(HR 3.825, 95%信頼区間1.366-
10.704, p=0.011)であった。6ヶ月以内の自損行為反復リスクと関連していたのは、生活保
護受給(HR 3.126, 95%信頼区間1.699-5.754, p<0.001)、過去１年以内の精神科入院歴(HR 
2.139, 95%信頼区間1.085-4.217, p=0.028)であった。独居、ならびに、精神科医の診察後
に入院せずに救急外来からの帰宅した例は、は1ヶ月，6ヶ月いずれの自損行為反復リス
クも高かった(前者の1か月以内のHR 0.381, 95%信頼区間0.150-0.967, p=0.042，6ヶ月以
内：HR 0.448, 95%信頼区間0.234-0.857, p=0.015、後者の1か月以内のHR 3.282, 95%信頼
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